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1 は し 力ゞ き

山形県のハウスキュウリ栽培面積は,昭和 54年で約790

千アである。これは,ハ ウスでの野菜作付面積の約 26%に

相当し,キ ュウリはハウス経営の基幹作日となっている。

しかし,近年,暖房経費等の生産費の高騰により,栽培

期間の一時期に加温する半促成キュウリ栽培の経営が悪化

しており, ひいては,ハ ウス経営そのものが不安定となっ

ている。

そこC半 促成キュウリ栽培の経営の安定化のために,

より多収どりの栽培法の確立が望まれ,そ の対応策として ,

整枝法および側校発生法について検討した。その結果,一

応の成果が得られたので報告する。

2試 験 方 法

試験 I 整枝法と栽植密度 (53年 )供 試品種 ｀ときわ
光 3号 P型 "。 試験区 :整校法は図 1に示す 3通 りとし,

これに栽植密度33/当たり6株 と4株 の 2通 りとを組み合

せ,6区 を設定。1区 66脇 2反覆。は種 :1月 ■日。定
植 :2月 21日。裁植様式 :う ね幅 !80“ ,1条植え。施肥

|え 6と 6(斜め銹,D

斜め誘引法では直立区より親づる節数は 2～ 3節多く,

親づる雌花数はやや勝ったものの,生育が抑制され,側枝

の発生が悪 く,収量の増加には結びつかなかった。

栽植密度と生育。収量 :直立区と子づる誘引区では,4株 /

33″植えで生育がよく,親 づる雌花着生数,側枝発生数と

も多い傾向にあったが,斜め誘引区では栽植距離間に,明

確な差はみられなかった。

表 : 整校法,栽植密度と生育

注  ホ( )内 は栽植密度 株 /33′ を示す。
拿拿6節以上の雌花 側枝

区 1と 2(直 立 ,
区 3と 4(■

'る
誘りD

量 (的/3)N-25,P205-15,聰 0-20。

試験 Ⅱ 側枝発生 (54年 )試 験区 :育苗中 (2葉～ 4
葉時 )の日長処理 (16時 ral日長)と ジベレリン処理 (6葉

時,生長点に5∝ /株散布。濃度,50,100口 )と を組み合

せ6区 を設定。1区 33ノ,2反覆。は種 :1月 6日 ,定植
:2月 16日。栽植様式 :う ね幅 180昴 ,株間30“ ,1条植え。

整枝法 :補助ひもをうねにそって株の両側 (50術幅 )に 4

段 (30"間隔 )に張り,子づるについては, このひもに誘

引できるようになってから摘心 し,孫づるについては2節

で摘心 した。その他は試験 1に準する。

3試 験 結 果

1 整校法と栽植密度について
整枝法 と生育・収量 ;子づる誘弓1区では,生育は直立区

と変わらなかったが,親づる雌花着生数,長側枝の発生数
はやや劣った。しかし,収量で最 も多収となった。これは,

子づるの摘心節位が 4～ 5節 となり,結果節位が多 くなっ

たことによる。

図 1 試験 I 整枝法と栽植密度の試験区
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収量は株当たりでは,4株 /33″ 植えで11～ 27%多収と

なったが,単位面積当たりの収量に換算すると,6株幻 3/

植えが 15～ 34%多収 となった。

表 2 整枝法 .栽植密度と収量拿

注 ホ10株当たり

2 側枝発生について

日長処理と生育・収量 :育芭中の長日処理により,生育

はおう盛となり,側校の発生も良好であった。特に,従来 ,

側校の発生しにくかった,■ ～20節に力
"ナ

ての発生がよく,

自然日長区に比べて長側校数で4～ 4ンν株多かった。反

面,長 日処理により親づるの雌花着生数は減少 した。

ネ長側枝発生数

図 2 日長処理,ジベ処理が長側伎発生に及ぼす影響

収量は長日処理により約 15%増加したが ,初期収量 (3

月下旬～4月 上旬 )ではやや劣った。

シベ レリン処理と生育・収量 :ジペレリン処理による,草

たけ,葉数等の生育への影響はみられなかった。しかし,

側枝の発生はジベレリン処理によりいくぶんよかった。

ジベレリンの濃度は100「 で優れた。

また,親づるの着果も,シ ペレリン処理により向上し,

特に,長 日区でその効果は顕著であり,濃度 100「 で,着

果率で32%,着果数で5"株 勝った。
その結果,収量はジペレリン処理により多くなり,濃度

100pで ,無処理区より約10%増加した。

注.*6節以上

表 4 日長処理 ,

注. 。10株 当た り

4 ま め

長
半促成キ ュウリ栽培で多収どりを達成するためには,子

づるを長側枝とし,有効利用することが重要である。

本作型では側枝発生のしにく0環境下にあり,特に,側

枝どりを主体 とする栽浩法の場合には,側校の発生を助長

することが重要である。

側枝発生法としては, 2葉から4葉時の長日処理 (16時

間日長 )と 6葉時の シペレリン処理 (濃度 1011「 ,5∝ /株 ,

生長点散布 )と の併用処理が有効である。

長側校の誘引方法としては ,補助ひもをうねにそって株

の両側 (50“幅)に 4段 (30“間隔)に張 り,こ れに 4～

5節位で摘心した子づるをのせる,いわゆる子づる誘引方

式が効果的である。なお,こ の方式での栽植様式としては,

うね幅 180“ ,株間30“の 1条植えが適 している。

これら一連の技術により,103当 たり約 17tの 上果収量

が期待される。

なお今後,日長処理とジペレリン処理の併用による長側

枝発生 と収量との結びつきについて,｀ ときわ光 3号 P型 "

以外の品種についても明らかにするとともに,さ らに効果

的なシベレリン処理の方法について検討する。

表 3 日長処理 ,シ ベ処理 と生育

ジベ処理 と収量
摯


